
 

 

 

 

 

 

 

１０月２７日（金）に松が丘小学校で「松が丘未来会議２０２３（第３回松が丘プロジェク

ト）」が開催されました。案内には、本会議の趣旨が次のように書かれています。 

 趣旨説明にあるよ

うに、松が丘プロジ

ェクトをすでに２回

経験したことで、今

回、様々な立場から

の情報を得るだけで

はなく、これまでの

経験をベースにした

自分たちの考えを提

案し、対話をするこ

とで、「まちづく

り」について、新たな視点から考えたり、視野を広げることにつながったのではと思います。 

 松が丘未来会議の第１部ではまず企業・地域・卒業生・大学と

いった立場からまちづくりについてのプレゼンがありました。 

 まず最初に、あかねが丘学園跡地で宅地開発を進めている不動

産業者より、宅地開発にあたってのコンセプトや企業理念等につ

いてのお話がありました。SDGｓや災害等様々な視点がまちづく

りには必要であり、子どもたちはプランをたてるにあたり様々な視点からまちの未来をイメージ

して考えていく必要があるといったことを学べたのではと思います。 

 次は、松が丘校区まちづくり協議会の会長さんより、松が丘校区まちづくり協議会の活動方針

の説明や、ご自身が松が丘ふれあいガーデンに携わるにあたって、今も学校に行って花や環境に

ついて学んでいることなど、まちづくりだけでなく生涯学習の視点にもふれながらお話をされま

した。松が丘小では２０１８年度の卒業生から、卒業するにあたり、松が丘ふれあいガーデンの

花壇の看板の絵を描くことが子どもたちに任されています。その絵に描かれた子どもたちのメッ

セージから、まちづくりをすすめるにあたっての活動方針を考えたという話をお聞きし、子ども

たちにとって、松が丘のまちづくりを考えるにあたっ

てよりリアルさが増したのではと思います。そして、

改めて地域のみなさんが子どもを支えて下さっている

ということを感じさせていただきました。 
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松が丘未来会議 2023（第 3回松が丘プロジェクト）が開催されました 

本会議の趣旨 

国語の学習で「町の幸福論」という教材があります。この学習では、

町のコミュニティーデザインを考えます。また、総合的な学習の時間

（松っ子タイム）の中で、6年生は、2回の「松が丘プロジェクト」を

終え、よりよい松が丘を目指し、次の企画を考えているところです。し

かし、なかなか良いアイデアが思い浮かばず、大人の皆様にもアイデア

をいただきたくこの会を設定しました。 

 自分たちが住むこの「松が丘」をどのような「まち」にしたいのか、

参加者の皆様と話し合えることを願っております。ご参加よろしくお願

いします。 



 卒業生代表は、今年大学に進学した先輩です。彼は４８回生で、彼が６年生の時のペア学年が

目の前の６年生です。そんな先輩から次のようなメッセージが６年生に投げかけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このメッセージを聞きながら、彼が６年生の時、児童会の仲間と一緒に、自分たちで考え、提

案し、実行する児童会に変えていったことなどが、今の松が丘のベースになっていると改めて感

じました。また、彼が６年生の時に子どもたちのサポートにあたってくれていた卒業生の顔も頭

に浮かんできました。これから彼らが子どもたちと対話を重ね、そうした先輩の想いをつなぎな

がら、どのように卒業生が学校に戻ってくる仕組みが具体化されていくのか楽しみです。これは

新たなコミュニティ・スクールへのアプローチとしてのモデルになるのではと考えています。 

 そして最後に、神戸学院大学の先生から、松が丘の変遷をみながら、社会状況とまちの変化が

リンクしていることなど、まちの中にある課題を見る視点についてお話をしていただきました。

子どもたちはデーターを通していろいろなことが見えてくることを学べたのではと思います。 

 このように第１部だけでもたっぷりの内容で、第２部のグループに分かれての対話の時間が

少々短くなりましたが、第２部では参加された地域の方、保護者の方、企業代表、卒業生代表、

大学の先生方のみなさんがそれぞれのグループに分かれ、子どもたちからの提案を聞きながら、

対話がすすんでいきました。 

 今回の松が丘未来会議２０２３で得た情報を、また、対話の中で頂いた意見を活かし、これか

らどんなプロジェクトを考え、実行していくか楽しみです。 

また、今回卒業生の話を聞き、自分たちで考え、それを具体化していった経

験や、そうした経験を共有した仲間がいるということが、自分のキャリアを考

える中で大きな影響があったことは刺激的で、改めて、社会とつながったプロ

ジェクトが持つ価値を考えることができました。こうした社会とつながったプ

ロジェクトを経験した子たちが、どんな卒業生として学校に戻ってきてくれる

か、ますます楽しみになりました。           （文責：北本） 

僕は 48回生で、朝霧中学校卒業で、高校は明石高校で、君たちとは変わりません。 

自己紹介はこれくらいにして、ボランティアについてお話したいと思います。 

僕には夢があります。松が丘小学校を通して松が丘地区をよりよくしたい。そんな 

ことを考えています。 

人が成長する時ってどういう時だと思いますか。 

僕は一つ答えがあると思っていて、人と関わることだと思うんですよ。人と話をして、

人の考え方、意見を聞いて成長する、こうした成長する場を君たちと一緒につくりた

い、君たちと一緒に話し合いをしたい、君たちと一緒に活動をしたいと思って、このボ

ランティアを立ち上げました。 

具体的な活動なんですが、4月からこれを立ち上げました、でもまだ何も決まっていま

せん、真っ白です。これは主に松が丘の卒業生を中心としてつくっていきたいと思って

います。君たち小学校 6年生、朝霧中学校、明石高校や卒業生の僕ら大学生たちを中心

に活動していきたいと思っています。だから君たちが小学校を卒業しても、中学生とし

てこの活動に参加してきてほしいと思っています。 

これからどんな活動をしていくのかといったことは主に児童会を通して君たちと一緒に

活動していきたいと思います。これからも一緒に頑張っていきましょう。これで僕から

の話を終わります。 


